
１ 背景及び概要

ＸＦ９－１は、将来の戦闘機用エンジンとして求められるハイパワーかつスリムな形状を実現したアフタバ
ーナ付低バイパス比ターボファンエンジン

先進技術をシステムインテグレートしたプロトタイプエンジンとして、将来の戦闘機の高速性能、高機動
飛行、高ステルス性、大電力需要に対応

ＸＦ９－１の機能・性能を確認する試験を平成３０年から令和２年まで実施

その後、継続事業の「エンジン適応性向上技術の研究」において新たなエンジン要素性能技術の適用に
よる小型軽量化と低コスト化の研究を令和６年まで実施し完了

３ まとめ

High Power
１８００℃クラスの高圧タービン入口温度を達成し、エン
ジンの高推力化を実現

機体の高速性能、高機動飛行にも対応

単位面積あたりの入口空気流量を増大してエンジンの
スリム化を実現

機体のステルス性にも対応

大容量スタータ・ジェネレータを搭載してエンジンから大
抽出力化を実現

機体システムの大電力需要に対応

エンジン改良構成品をＸＦ９－１に組み込みシステムインテグレーション技術の実証により、小型軽量化
等に資する要素技術を確立した

また、エンジン全体重量を１％以上低減可能な見通しを得た

２ 成果

ＸＦ９－１

最大推力
全 長
入 口 径

： １５ ton （１５３ kN）以上
： 約 ４．８ m
： 約 １．０ m
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主要諸元及びコンセプト

エンジン適応性向上技術

Slim

Power Extraction

戦闘機のエンジンシステムに
求められる構成品の小型軽量
化と低コスト化を検討

改良構成品をエンジンに搭載
した運転試験及び構成品リグ
試験を実施することで、エンジ
ン性能維持と改良構成品の効
果の両立と設計の妥当性を確
認

改良構成品の設計、製造結果
の成果からエンジン全体重量
を１％以上低減可能な見通し
が得られた

改良アフタバーナ

改良ファン 安定性向上圧縮機 低燃圧燃焼器

中空軽量化ファン

ディスク部品
高精度強度評価手法

統合潤滑油タンク

エンジン適応性向上技術の適用構成品


